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Ⅰ目的： 私どもは，殺菌効果に優れかつ安全性の高い二酸化塩素ガスによる室

内環境管理及び各種器具の殺菌効果に対して，過去発表し殺菌効果があること

を認識してきた．昨今再生医学における法の規制，第三種の導入により安全安心

な組織加工が求められてきている．今回、試作したポータブルクリーンベンチ内

で二酸化塩素ガス発生器を用い，内部の濃度の変化を観察した. 

 

Ⅱ材料および方法： 殺菌材の被験薬剤は（株）パインメディカル社製造の二酸

化塩素ゲル，一方使用したポータブルクリーンベンチはアクリル材仕立て，サイ

ズ縦４００ｍｍ横３５０ｍｍ奥行３５０ｍｍのものを用いた．USA・Toxyi RAE

Ⅱを用いて，この内部の二酸化塩素ガス濃度を測定した． 

 

Ⅲ結果： 二酸化塩素ガス燻蒸器をポータブルクリーンベンチ庫内，室温 1４℃，

湿度 55%の条件下で 1 時間，3 時間，6 時間，12 時間毎に測定した．その測定

結果はそれぞれ 0.02ppm の二酸化塩素ガス濃度が確認できた． 

 

Ⅳ考察および結論： 国際基準の二酸化塩素ガス人体症状目安である ACGlH（米

国産業衛生専門家会議）短時間暴露限界値濃度は 0.3ppm であり，今回の試験結

果ではこの範囲以下 0.02ppm の二酸化塩素ガス濃度が確認できた．キャビネッ

ト内の濃度が一定となると培地内のコロニーが発育されないという以前の報告

の通りの同じ濃度の測定結果を得た．即ち今回用いたポータブルクリーンベン

チ内部では，二酸化塩素ガス燻蒸器設置により二酸化塩素ガスが気化し殺菌効

果を発揮されることとなり、組織加工における内部の殺菌加工は安全に十分発

揮されるものと考えられる．今後さらなる細菌培養との関係を調べたい． 

 

 

 


